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1. 平成30年12月期第1四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第1四半期 20,478 △1.5 995 △29.2 961 △29.3 808 △14.3

29年12月期第1四半期 20,784 1.5 1,406 83.1 1,360 99.3 943 120.3

（注）包括利益 30年12月期第1四半期　　101百万円 （△91.6％） 29年12月期第1四半期　　1,212百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第1四半期 13.56 ―

29年12月期第1四半期 15.82 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第1四半期 83,769 43,365 51.8

29年12月期 87,618 44,039 50.3

（参考）自己資本 30年12月期第1四半期 43,354百万円 29年12月期 44,028百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 13.00 13.00

30年12月期 ―

30年12月期（予想） 0.00 ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成29年12月期の期末配当の内訳　普通配当10円　創立70周年記念配当３円

平成30年12月期（予想）の配当金につきましては、平成30年７月１日付けで普通株式５株を１株とする株式併合を行う予定ですが、株式併合前の株式数を基に
算出しております。当該株式併合が期首に行われたと仮定した場合の普通株式１株当たりの年間配当金は50円となります。

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 45,000 3.7 2,350 △24.7 2,350 △25.6 1,750 △18.7 29.36

通期 91,000 0.2 4,800 △17.1 4,800 △18.5 2,500 △8.1 41.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

１株当たり当期純利益は、平成30年７月１日付けで株式併合を行う予定ですが、株式併合前の株式数を基に算出しております。当該株式併合が期首に行われ
たと仮定した場合の１株当たり当期純利益は以下の通りです。

第２四半期累計期間146円82銭　通期209円75銭



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期1Q 62,074,351 株 29年12月期 62,074,351 株

② 期末自己株式数 30年12月期1Q 2,480,063 株 29年12月期 2,478,929 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期1Q 59,594,830 株 29年12月期1Q 59,617,624 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　なお、上記の業績予想に関する事項については、添付資料の２ページ「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国政権の保護主義色の強い通商政策や、原油価格や人件費

の上昇に伴うコスト増加を背景として先行きに不透明感はあるものの、企業収益が好調に推移するとともに、雇用

や所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続いております。

　このような状況のもと、当社グループでは、新規材料事業のスマートフォン向け製品の受注が減少したことなど

により、当第１四半期連結累計期間の売上高は204億７千８百万円（前年同四半期比1.5％減）となりました。

　利益面では、減収に加えて合成樹脂事業における利益率が原油価格の上昇により悪化したことなどにより、営業

利益は９億９千５百万円（前年同四半期比29.2%減）、経常利益は９億６千１百万円（前年同四半期比29.3％減）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は８億８百万円（前年同四半期比14.3％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

〔合成樹脂事業〕

　前年好調に推移していた衛生材料向けフィルムが３月以降在庫調整局面に入ったことなどにより、汎用フィルム

製品を中心に販売数量が減少したため、売上高は120億４千５百万円（前年同四半期比0.9％減）となりました。利

益面では、販売数量の減少に加えて、前年秋以降の原油価格の上昇に伴い、原材料価格や物流・電力・副資材など

の諸費用が上昇し、製品価格への転嫁が遅れているため、営業利益は７億１千２百万円（前年同四半期比41.8％

減）となりました。

　

〔新規材料事業〕

　大型液晶パネル向け製品の需要が３月以降在庫調整局面に入りましたが、１、２月は好調であったことに加えて、

各工場において歩留り改善に注力した結果、当事業全体の販売数量は前年同四半期を上回りました。しかし、スマ

ートフォン向けに前年から量産開始した販売単価の高い製品の受注が当期首より大きく減少したため、売上高は49

億７千万円（前年同四半期比3.7％減）となりました。一方、営業利益は大型液晶パネル向け製品などの付加価値の

高い製品の販売数量増加や、生産性が向上したことなどにより、５億２千２百万円（前年同四半期比25.7％増）と

なりました。

　

〔建材事業〕

　前年に発生したパーティクルボード製造設備トラブルの影響により、当期首の製品在庫が不足し、販売数量が限

定されたことなどにより、売上高は19億３千３百万円（前年同四半期比7.5％減）となりました。営業利益は売上高

の減少に加えて、ＰＣＢ処理費用を追加計上したことなどにより１千５百万円（前年同四半期比72.8％減）となり

ました。

　

〔その他〕

　木材加工（プレカット）事業並びに宅地造成及び建物建築事業の販売が好調であり、売上高は15億２千８百万円

（前年同四半期比11.5％増）となりました。営業利益は販売数量の増加に加えて、木材加工（プレカット）事業に

おける貸倒引当金繰入額の減少及び、前年のホテル事業に係る減損損失計上に伴う減価償却費の減少などにより固

定費が圧縮された結果、２億１千１百万円（前年同四半期比54.3％増）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ38億４千９百万円減少し、837億６千９百万円

となりました。その主な内訳は、売上債権の減少22億２千２百万円、現金及び預金の減少10億８千６百万円、投資

有価証券の減少10億５千６百万円などによるものであります。

　一方、負債につきましては、仕入債務の減少20億４千４百万円、借入金の減少７億１千３百万円、繰延税金負債

の減少２億５千４百万円などにより前連結会計年度末に比べ31億７千５百万円減少し、404億３百万円となりまし

た。

　また、純資産は、その他有価証券評価差額金の減少７億５百万円などにより、前連結会計年度末に比べ６億７千

３百万円減少し、433億６千５百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて1.5ポイント上昇し、51.8％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年２月13日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,641 7,555

受取手形及び売掛金 25,083 22,861

電子記録債権 2,981 2,864

商品及び製品 3,964 4,276

仕掛品 874 956

原材料及び貯蔵品 3,563 3,419

販売用不動産 151 213

繰延税金資産 174 383

その他 495 414

貸倒引当金 △22 △3

流動資産合計 45,909 42,940

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,895 14,640

機械装置及び運搬具（純額） 6,626 6,637

土地 6,044 6,044

建設仮勘定 2,189 2,500

その他（純額） 551 540

有形固定資産合計 30,308 30,363

無形固定資産 483 538

投資その他の資産

投資有価証券 10,184 9,127

繰延税金資産 116 183

その他 681 679

貸倒引当金 △64 △64

投資その他の資産合計 10,917 9,926

固定資産合計 41,708 40,829

資産合計 87,618 83,769
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,543 16,499

短期借入金 4,031 3,985

1年内返済予定の長期借入金 2,803 2,370

リース債務 2 1

未払金 4,715 4,662

未払法人税等 580 400

賞与引当金 ― 652

その他 4,401 3,746

流動負債合計 35,077 32,319

固定負債

長期借入金 3,320 3,085

繰延税金負債 273 18

退職給付に係る負債 3,931 3,966

その他 976 1,014

固定負債合計 8,501 8,084

負債合計 43,579 40,403

純資産の部

株主資本

資本金 8,619 8,619

資本剰余金 9,068 9,068

利益剰余金 23,318 23,351

自己株式 △855 △856

株主資本合計 40,150 40,183

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,916 3,210

為替換算調整勘定 174 171

退職給付に係る調整累計額 △212 △211

その他の包括利益累計額合計 3,877 3,170

非支配株主持分 10 11

純資産合計 44,039 43,365

負債純資産合計 87,618 83,769
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 20,784 20,478

売上原価 17,095 17,182

売上総利益 3,689 3,295

販売費及び一般管理費

販売手数料 34 39

運送費及び保管費 699 701

給料 487 497

賞与引当金繰入額 193 174

役員報酬 66 65

退職給付費用 29 30

減価償却費 42 47

研究開発費 219 231

貸倒引当金繰入額 △4 △18

その他 513 531

販売費及び一般管理費合計 2,282 2,299

営業利益 1,406 995

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 2

雑収入 20 21

営業外収益合計 22 24

営業外費用

支払利息 36 33

為替差損 20 10

雑損失 11 15

営業外費用合計 68 58

経常利益 1,360 961

特別利益

投資有価証券売却益 ― 142

特別利益合計 ― 142

特別損失

固定資産除売却損 69 35

特別損失合計 69 35

税金等調整前四半期純利益 1,290 1,068

法人税、住民税及び事業税 478 470

法人税等調整額 △131 △211

法人税等合計 346 259

四半期純利益 943 809

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 943 808
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

四半期純利益 943 809

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 269 △705

為替換算調整勘定 △2 △3

退職給付に係る調整額 2 1

その他の包括利益合計 269 △707

四半期包括利益 1,212 101

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,212 101

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 12,160 5,162 2,090 19,412 1,371 20,784 ― 20,784

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

0 ― ― 0 137 138 △138 ―

計 12,161 5,162 2,090 19,413 1,509 20,923 △138 20,784

セグメント利益 1,224 415 58 1,698 137 1,835 △429 1,406

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業並びに不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△429百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△428百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 12,045 4,970 1,933 18,949 1,528 20,478 ― 20,478

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1 ― ― 1 124 125 △125 ―

計 12,046 4,970 1,933 18,950 1,653 20,603 △125 20,478

セグメント利益 712 522 15 1,250 211 1,462 △466 995

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅

地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業並びに不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△466百万円には、セグメント間取引消去△０百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△466百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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